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学校の設備等に関すること

意見

他の教室をオープン（廊下から）にしてみる。子供たちの学習意欲

教室で作業をするのは狭そうなので図工室があるとよい。カッターなどを使うときにあぶない

各学年交流ができるように学年ごと同じ階教室を配置

地域活動 将来の高齢化社会を考え高齢者が集まる室を用意してほしい

将来に向けて外国語の教室設備を充実してほしい

学年で集まれる多目的室があるとよい

将来の余裕教室については防災用具、高齢者社会の対応、子どもが集まる拠点

放課後1人にならないよう放課後に残って作業ができるように

建物 体育館は2層構造にして校庭の狭さに対応してほしい。防災拠点

体育館の階段は卒業式や入学式の時に保護者席に使いたいです。

階段が観覧席になるのでイスだしの必要がなく手間が省ける

一般開放・避難所 災害時の避難所

校庭を拡げる

屋内プール、民間活用

プールはアウトソーシングを考えても

校庭を拡げる

教室で着替えをしているのでプールに更衣室

緑地化対策

のびのびと遊べる

100m走できる

子供たちが掃除しているので掃除しやすいトイレ

トイレは座り方式に変更

電気を点けたり、消したりを意識する。人を感知して自動で点灯するライト

すべての教室にクーラーを

全教室にできればエアコン

高温化に対応して早急に導入すべし

全教室設置を（80％以上目標）

高温化の対策　テント設備他の充実

駐車場は子供の動線と重ならないように場所を工夫

駐車場はアスファルトに明確に駐車位置をわかるように

外部アウトソーシング

職員室から見える

学年園の場所を確保して植物の育てたい

生物の観察等の環境教育

防犯カメラの充実

死角がないように（不審者の侵入を防止するためには）

非常時階段を通らずに滑り台を設置してほしい

（給食室）

あたたかい給食を食べてほしいので給食室は残してほしい

（職員室）

全体が見渡せる場所、非常時すぐに対応できるように

子供たちが入りやすい環境

学校の設備に関すること以外（「主に運営に関すること」）

道路を広げる。自転車がすれ違えるように

学校の近くはなるべく30㎞以下とする

子供たちが習志野市のことを知る

小学校の歴史をする

父兄にあまり負担をかけない方式を

空調設備

駐車場、駐輪場

門

部活

意見

交通

文化

自然、緑、学年園

周辺環境、
安全管理
、防犯

生徒の安全

その他

項目

体育館
階段

（観客席）

プール

校庭遊具

トイレ

第２回ワークショップ検討事項

項目

教室

学校活動

設備

「残したいｏｒ改善して欲しい『機能』をもとにそれぞれ、どのような使い方をしてもらいたいか。」


